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文教経済常任委員会行政視察 

実施報告書 

 

 
令和 7 年 5 月 7 日～9 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三郷市議会 文教経済常任委員会 
 

 

5 月 ７日（水） 石川県金沢市 

新金沢型学校教育モデルについて 

 

5 月 ８日（木） 福井県越前市 

外国人児童生徒支援事業について 

 

5 月 ９日（金） 福井県福井市 

小・中学校における学力向上の取組について 
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石川県金沢市  

新金沢型学校教育モデルについて 
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【主な質疑】 

質問：金沢型小中一貫教育で小学校と中学校の個別の学びのつながりはどのようなものか。 

回答：中学校区ごとに授業参観を行い、中学校の先生が小学校へ、小学校の先生が中学校へ 

行き、お互いがどんな授業をしているのか見学し、内容を共有している。また、以前から 

小中学校の先生同士が意見交換を行っており、気になるところは情報共有をしている。 

質問：校内教育支援センターの支援員配置拡充は国県市どこの予算で行っているのか。 

回答：令和７年度から市内全ての小中学校に配置した。予算は全て市の負担である。 

質問：先生同士の交流について、分科会はいくつあり、その具体的な交流の内容は。 

回答：中学校区ごとに独自に分科会を設置しており、運営方法は様々である。 

質問：学校図書館教育の推進について、こどもの電子図書館はどのような内容か。 

回答：市教育委員会で選定した図書約 100 冊を一人一台端末に入れ、見られるようになって 

いる。本の内容は年度ごとに入れ替えを行っている。調べ学習などにも活用している。 

質問：学びの多様化学校について、不登校特例校において、金沢メタバース体験学習を活用 

しているのか 

回答：学びの多様化学校はオンラインの学校ではなく、実際にこども達が通ってくる学校を想定 

している。メタバース体験は先端技術体験としてのみ行っているが、学校教育センターで 

はメタバースを活用した不登校支援のありかたを研究している。 
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福井県越前市    

外国人児童生徒支援事業について 
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転入・編入後 
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市内児童間のオンラインによる交流 
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【主な質疑】 

質問：外国人児童生徒支援を４年にわたり段階的に指導しているとのことだが、小学校から中学 

校への進学時の連携はどのように行っているのか。 

回答：こどもごとに個別の指導計画を作成しており、指導内容をシートにまとめ、小学校から中学 

校へ引き継ぎ、担当者が個別に話し合いを行っている。また、市の巡回指導員が各学校の 

校長へ情報提供を行っている。 

質問：越前市多文化共生推進プランにより、学校ではどのような効果があったか。 

回答：まだ学校だけの計画だが、福祉分野などへの関連を意識しながら、かかわりを持とうと進め 

ている。本プランをもとに課題解決授業を行っている学校もある。 

質問：特別支援教育と外国人児童生徒教育の関連は。 

回答：非常に似たものだが、個別に担当者がおり、現在は別で行っているが、この２つは連携する 

必要があるため、状況に応じて連携している。 

質問：本事業の受け手の満足度は、こども達の反応は。 

回答：こども達は、困ったときにすぐに頼れる人がいるということを認識している。保護者は、担任 

よりもアクセスワーカーに連絡する場合も多い。また、困ったときに、加配教員へ相談できる 

ようになっており、さびしい思いをしないような体制になっている。 

質問：外国人児童生徒の保護者がＰＴＡ活動や地域活動など小中学校とどのようにかかわりを 

    もっているのか。 

回答：地域全体で多文化共生に取り組んでいるところでは、積極的にＰＴＡ活動に参加している。 
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福井県福井市  

小・中学校における学力向上の取組について 
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【主な質疑】 

質問：三世代同居率の高さが学力の高さにつながっていると思われるが、共働き世帯では家庭学 

習が親の負担となっていないか。 

回答：三世代同居世帯の学力調査は行っていないが、県全体の傾向から、学力と結びついている 

と思われる。年々三世代同居世帯は減少しており、共働き世帯が増えてきているため、宿題 

は効果のあるものだけに絞って減らし、学校での勉強に重きを置いている。 

質問：教科ごとの自主研究組織に先生はどれくらい参加しているのか。 

回答：各小中学校の教科ごとの研究会へは全員が参加している。有志の研究部会については数 

を把握していないが、各学校内にも有志の研究組織があり、部会をわけて少人数で研究を 

行っている。 

質問：学力の向上には、児童生徒の聞く姿勢が重要だが、地域性や家庭状況が関係しているのか。 

回答：家庭状況も関係していると思われるが、学校で先生がこどもの話をよく聞くことにより、こど 

もが先生の話を聞いてくれるようになると思われる。こどもが理解するまで先生が教える姿 

勢が重要である。 

質問：小中連携も大事だが、幼小連携についての取り組みは。 

回答：福井市では幼稚園担当指導主事が在籍しており、目的別研修のなかで、公開保育を行い、 

全ての小学校の先生に参加していただいている。園と小学校の会議を年２回行っている。 

また、小学校の学校公開には園の先生に参加し 

ていただいている。 

 

 

 

 

 

 


